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景観法が平成17（2005）年6月に全面施行さ

れたのを契機に「三重県景観計画」を策定し、平

成20（2008）年4月1日から運用するとともに、

地域の特性を生かした景観づくりを県内全域で展

開していくため、地域住民や市町の景観づくりに

対する意識の高揚を図る事業を実施しました。

① 市町における景観づくりの促進

市町の良好な景観づくりへの主体的な取組を

支援し、市町の景観法に基づく景観計画の策定

等を促進するため、景観アドバイザーの派遣な

どを行いました。

② 景観づくりに関する普及・啓発の実施

地域住民や市町の景観づくりに対する意識の

高揚、啓発を図るため、景観交流会への景観ア

ドバイザーの派遣などを行いました。

地域の創意工夫やニーズを反映した住民満足度

の高い社会資本整備の実現をめざすため、良好な

景観や歴史的なまちなみなどの地域資源に配慮し

た県有施設の修景整備を、地域住民との協働によ

り実施し、まちの良好な景観形成を推進しました。

道路利用者が安心して自由に立ち寄り、利用で

きるパーキングとして、また文化・歴史・特産物

等を紹介する情報発信の場として「道の駅」を整

備しています。「道の駅」は、「休憩施設」と「地

域の交流を促進するための施設」を一体化した

一般道路の多機能型休憩施設であり、平成28

（2016）年5月現在、登録されている「道の駅」

は全国で1,093駅、県内では17駅あります。

街路は、都市内の重要な公共空間の一つです。

県民に親しまれ、生活に潤いを与える場として、

アメニティの高い道路空間の創出に配慮しながら、

整備を進めています。

表２-４-２ 三重県内で登録されている 「道の駅」

（平成２８年５月現在）

表２-４-３ 街路の整備状況 交付金事業    （平成２７年度）

農村地域の環境保全において、多面的機能支払

などにより、さまざまな主体が参加する環境保全

活動などを支援することで、地域を支える活動の

担い手を育成しています。

農道（6地区）や農業集落排水施設（７地区）の整

備により、農村地域における利便性の向上や生活

環境の改善を進めました。

「中山間地域等直接支払」は、農業の多面的機

能の維持増進に向け、中山間地域等における農業

生産活動の不利を補正する制度です。

平成27（2015）年度には、213集落の1,642

haで営農の継続による多面的機能の維持に向け

た支援を進めました。
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駅 名

飯 高 駅

菰 野

紀宝町ウミガメ公園

パ ー ク 七 里 御 浜

海 山

奥伊勢木つつき館

熊 野 き の く に

茶 倉 駅

奥 伊 勢 お お だ い

美 杉

関 宿

伊 勢 志 摩

紀伊長島マンボウ

あ や ま

い が

津 か わ げ

熊 野 ・ 花 の 窟

所 在 地

松 阪 市

菰 野 町

紀 宝 町

御 浜 町

紀 北 町

大 紀 町

熊 野 市

松 阪 市

大 台 町

津 市

亀 山 市

志 摩 市

紀 北 町

伊 賀 市

伊 賀 市

津 市

熊 野 市

路線名

国道１６６号

国道４７７号

国道４２号

国道４２号

国道４２号

国道４２号

国道４２号

国道１６６号

国道４２号

国道３６８号

国道１号

国道１６７号

国道４２号

（主）甲南阿山伊賀線

国道２５号

国道２３号

国道４２号

路 線 名 都市名

松 阪 市

四日市市

伊 賀 市

伊 勢 市

松阪公園大口線外１線

近鉄名古屋線川原町駅付近連続立体交差

伊賀上野橋新都市線

外宮度会橋線




